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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を光電変換して画像信号を出力する撮像手段と、
　シャッター手段による前記撮像手段の露光時間を制御する露光時間制御手段と、
　前記撮像手段から出力された前記画像信号に基づく画像を表示する表示手段と、
　静止画撮影が指示された場合に、適正露出となるように少なくとも前記撮像手段の露光
時間を含む露出値を設定する露出設定手段と、を有し、
　前記露光時間制御手段は、前記撮像手段から周期的に出力される前記画像信号に基づく
画像を前記表示手段に順次表示している際に静止画撮影が指示された場合、前記表示手段
に前記画像を表示していない際に静止画撮影が指示された場合よりも、前記露出設定手段
が設定可能な静止画撮影時の最短露光時間を長くすることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　被写体像を光電変換して画像信号を出力する撮像手段と、
　シャッター手段による前記撮像手段の露光時間を制御する露光時間制御手段と、
　前記撮像手段から出力された前記画像信号に基づく画像を表示する表示手段と、
　前記撮像手段から周期的に出力される前記画像信号に基づく画像を前記表示手段に順次
表示を開始してからの経過時間を計測する計測手段と、
　静止画撮影が指示された場合に、適正露出となるように少なくとも前記撮像手段の露光
時間を含む露出値を設定する露出設定手段と、を有し、
　前記露光時間制御手段は、前記撮像手段から周期的に出力される前記画像信号に基づく
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画像を前記表示手段に順次表示している際に静止画撮影が指示された場合、静止画撮影が
指示されるまでに前記計測手段により計測された前記経過時間が長いほど、前記露出設定
手段が設定可能な静止画撮影時の最短露光時間を長くすることを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　前記露出設定手段により設定された静止画撮影時の露光時間が前記最短露光時間よりも
短い場合、静止画撮影を禁止する制御手段を更に有することを特徴とする請求項１または
２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　被写体像を光電変換して画像信号を出力する撮像手段と、前記撮像手段から出力された
前記画像信号に基づく画像を表示する表示手段と、を有する撮像装置の制御方法であって
、
　前記撮像手段から周期的に出力される前記画像信号に基づく画像を前記表示手段に順次
表示する表示工程と、
　静止画撮影が指示された場合に、適正露出となるように少なくともシャッター手段によ
り制御される前記撮像手段の露光時間を含む露出値を設定する露出設定工程と、
　前記表示工程を行っている際に静止画撮影が指示された場合、前記表示手段に前記画像
を表示していない際に静止画撮影が指示された場合よりも、前記露出設定工程で設定可能
な前記撮像手段の静止画撮影時の最短露光時間を長くする露光時間制御工程と、を有する
ことを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項５】
　被写体像を光電変換して画像信号を出力する撮像手段と、前記撮像手段から出力された
前記画像信号に基づく画像を表示する表示手段と、を有する撮像装置の制御方法であって
、
　静止画撮影が指示された場合に、適正露出となるように少なくともシャッター手段によ
り制御される前記撮像手段の露光時間を含む露出値を設定する露出設定工程と、
　前記撮像手段から周期的に出力される前記画像信号に基づく画像を前記表示手段に順次
表示する表示工程と、
　前記表示工程を開始してからの経過時間を計測する計測工程と、
　前記撮像手段から周期的に出力される前記画像信号に基づく画像を前記表示手段に順次
表示している際に静止画撮影が指示された場合、静止画撮影が指示されるまでに前記計測
工程により計測された前記経過時間が長いほど、前記露出設定工程で設定可能な前記撮像
手段の静止画撮影時の最短露光時間を長くする露光時間制御工程と、を有することを特徴
とする撮像装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置及びその制御方法に関し、特にライブビュー機能を有する一眼レフカ
メラ及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、撮影光学系によって結像された被写体像をＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサ等の撮
像素子を利用して電気信号に光電変換し、これにより得られた撮像信号を記録媒体等に記
録するように構成されたデジタルカメラが広く普及している。
【０００３】
　このデジタルカメラの特徴の一つとして、撮影に先立って、撮像素子から周期的に取得
した被写体の画像信号をリアルタイムにデジタルカメラの背面等に設けられた液晶モニタ
に表示させる、所謂ライブビューという機能がある。例えば光学ファインダを用いて撮影
する場合、被写体が暗いと撮影画角を確認することができないが、ライブビューでは液晶
モニタへの表示の明るさを変更することで確認ができる。また被写体のピント確認におい
ても、ライブビューではピントを確認したい部分を拡大表示することが可能なため、光学
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ファインダに比べてより詳細なピント確認ができる。例えば天体写真の撮影において要求
されるピント精度を得るためにライブビュー機能を搭載したデジタル一眼レフカメラが提
案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　デジタル一眼レフカメラでライブビューを行うためには、通常、以下の制御を行う。先
ず、被写体像を光学ファインダで観察するために撮影光束を光学ファインダ側に折り曲げ
るクイックリターンミラー（以下、「ミラー」と称す。）をアップする。そして、シャッ
ターをバルブ状態として、撮影光束を常に撮像素子に取り込める状態にしておく。つまり
、ライブビューの間はずっとバルブ状態を継続しなければならない。
【０００５】
　ここで現在主流のシャッターは、先幕（先羽根）と後幕（後羽根）をバネにより走行さ
せるように構成されており、まず、先幕と後幕をチャージ部材により付勢（以下、「チャ
ージ状態」と称す。）されたバネの付勢力に抗して電磁石で吸着保持しておく。そして、
先幕と後幕の走行開始指令が発せられるのに応じて、各電磁石への通電を順次停止して吸
着保持を解除し、先幕と後幕を順次走行させる。即ち、シャッターをバルブ状態に保持す
るためには、先幕を走行させてシャッターを開いた後、シャッターが閉じないように後幕
をチャージ状態のままにする必要があり、後幕を吸着保持する電磁石に通電し続ける必要
がある。このように電磁石に通電し続けると、電磁石の温度は相当な温度まで上昇してし
まう。
【０００６】
　ところで、天体写真を撮影する場合、撮像素子でノイズ（点傷等）が発生すると、その
点傷（スターノイズとも言う。）がまるでそこに星が存在しているかのごとく画面内に写
り込み、天体写真に重大な影響を与える場合がある。そして、前述のようなシャッターの
電磁石の温度上昇は、そのシャッターのすぐ背面にある撮像素子の温度上昇を招き、ノイ
ズ発生の原因となる。
【０００７】
　そこで特許文献１では、バルブ状態を予め決められた時間以上継続しないように制御す
る方法が開示されている。また、シャッターの温度を検出する温度検出手段によりシャッ
ターの温度が所定の基準値を越えたことが検出された場合に、バルブ状態を中止させるよ
うに制御する方法も開示されている。これらの制御により、熱ノイズが画面内に写り込む
ことを防止している。
【０００８】
【特許文献１】特開２００６‐３３７０５号公報（第１１頁、図６）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、シャッターの電磁石の温度上昇による弊害は熱ノイズだけでなく、電磁
石の通電を停止してから吸着保持状態が解除され、実際に後幕が走行するまでの時間等の
特性の変化がある。
【００１０】
　シャッターは、一般的に図１２で示すような回路を用いて、ＭＰＵによりトランジスタ
Ｔｒ１、Ｔｒ２を制御することで、電源から先幕用電磁石のコイルＭＧ１、後幕用電磁石
のコイルＭＧ２に電力を供給して駆動している。このようなシャッターでは、電磁石への
通電停止時にコイル間電圧を測定すると、図１３のような出力（以下、「切れ波形」と称
す。）となる。逆起電圧１は、通電が停止されてコイルの磁束が変化する際、磁束の変化
を妨げる向きにコイルが起電力を発生するために起こる。逆起電圧２は、電磁石を構成す
るアマチャーとヨークが離反する際に、磁気回路内の磁束が変化するため、その変化を妨
げる向きにコイルが起電力を発生するために起こる。即ち、電磁石への通電停止後、図１
３の切れ時間で表される時間を経過した後にアマチャーとヨークが完全に離反する。
【００１１】
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　上述したような回路において、バルブ状態を続けて電磁石が温度上昇すると、コイル抵
抗が増しコイルに流れる電流が低下してしまうため、逆起電圧１、２が変化する。その結
果、切れ時間が変化してしまう。
【００１２】
　またシャッターは図１４で示すように、幕速（走行スピード）が等しくなるように構成
された先幕と後幕をシャッタースピードに応じて順次走行させる。この順次走行によって
２つの幕により形成される隙間（以下、「スリット」と称す。）で撮像素子の大きさに応
じた露光エリアをカメラ上側から順次露光している。なお、先幕と後幕はバネの付勢力で
走行するため、走り始めから走り終りまで常に加速しながら走行している。
【００１３】
　従って電磁石の温度上昇による切れ時間の変化が、後幕走行の開始タイミングや後幕走
行曲線に影響を及ぼして、シャッタースピードのバラツキ（以下、「精度ムラ」と称す。
）や露光エリアによる露光量の差（以下、「露光ムラ」と称す。）を生じてしまう。この
問題は、シャッタースピードが高速になるほどスリット幅が狭くなるために、その影響が
大きくなる。逆にシャッタースピードが低速であればその影響は小さい。
【００１４】
　ライブビュー時間とシャッター精度ムラの関係は、例えば、図１５で示すようなグラフ
となる。シャッタースピードは電磁石の大きさや周りの機構との隙間等により変化するた
め、図１５に示すグラフは一例であるが、シャッタースピードが速い方が精度ムラが大き
くなる。ここでシャッターを複数回作動した時のバラツキ（以下、「切りムラ」と称す。
）を考慮してシャッター精度規格を±０．３ＥＶとする。その場合、図１５に示す例では
シャッタースピードが１／５００ｓｅｃよりも速くなると、ライブビュー継続時間によっ
てはシャッター精度規格が満足できなくなる。
【００１５】
　上記問題に対し、特許文献１では天体写真の撮影に主眼が置かれており、撮影時のシャ
ッタースピードはバルブ撮影等の長秒時であるため、電磁石の温度上昇による精度ムラや
露出ムラ等の弊害は考慮されていなかった。
【００１６】
　本発明は上記問題点を鑑みてなされたものであり、ライブビュー可能なデジタル一眼レ
フカメラにおいて、ライブビュー直後の撮影におけるシャッターの精度ムラや露出ムラ等
の影響を抑えることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上述した目的を達成するために、本発明の撮像装置は、被写体像を光電変換して画像信
号を出力する撮像手段と、シャッター手段による前記撮像手段の露光時間を制御する露光
時間制御手段と、前記撮像手段から出力された前記画像信号に基づく画像を表示する表示
手段と、静止画撮影が指示された場合に、適正露出となるように少なくとも前記撮像手段
の露光時間を含む露出値を設定する露出設定手段と、を有し、前記露光時間制御手段は、
前記撮像手段から周期的に出力される前記画像信号に基づく画像を前記表示手段に順次表
示している際に静止画撮影が指示された場合、前記表示手段に前記画像を表示していない
際に静止画撮影が指示された場合よりも、前記露出設定手段が設定可能な静止画撮影時の
最短露光時間を長くすることを特徴とする。
【００１８】
　また、上述した目的を達成するために、本発明の撮像装置は、被写体像を光電変換して
画像信号を出力する撮像手段と、シャッター手段による前記撮像手段の露光時間を制御す
る露光時間制御手段と、前記撮像手段から出力された前記画像信号に基づく画像を表示す
る表示手段と、前記撮像手段から周期的に出力される前記画像信号に基づく画像を前記表
示手段に順次表示を開始してからの経過時間を計測する計測手段と、静止画撮影が指示さ
れた場合に、適正露出となるように少なくとも前記撮像手段の露光時間を含む露出値を設
定する露出設定手段と、を有し、前記露光時間制御手段は、前記撮像手段から周期的に出
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力される前記画像信号に基づく画像を前記表示手段に順次表示している際に静止画撮影が
指示された場合、静止画撮影が指示されるまでに前記計測手段により計測された前記経過
時間が長いほど、前記露出設定手段が設定可能な静止画撮影時の最短露光時間を長くする
ことを特徴とする。
【００１９】
　また、上述した目的を達成するために、被写体像を光電変換して画像信号を出力する撮
像手段と、前記撮像手段から出力された前記画像信号に基づく画像を表示する表示手段と
、を有する本発明の撮像装置の制御方法は、前記撮像手段から周期的に出力される前記画
像信号に基づく画像を前記表示手段に順次表示する表示工程と、静止画撮影が指示された
場合に、適正露出となるように少なくともシャッター手段により制御される前記撮像手段
の露光時間を含む露出値を設定する露出設定工程と、前記表示工程を行っている際に静止
画撮影が指示された場合、前記表示手段に前記画像を表示していない際に静止画撮影が指
示された場合よりも、前記露出設定工程で設定可能な前記撮像手段の静止画撮影時の最短
露光時間を長くする露光時間制御工程と、を有することを特徴とする。
【００２０】
また、上述した目的を達成するために、被写体像を光電変換して画像信号を出力する撮像
手段と、前記撮像手段から出力された前記画像信号に基づく画像を表示する表示手段と、
を有する撮像装置の本発明の制御方法は、静止画撮影が指示された場合に、適正露出とな
るように少なくともシャッター手段により制御される前記撮像手段の露光時間を含む露出
値を設定する露出設定工程と、前記撮像手段から周期的に出力される前記画像信号に基づ
く画像を前記表示手段に順次表示する表示工程と、前記表示工程を開始してからの経過時
間を計測する計測工程と、前記撮像手段から周期的に出力される前記画像信号に基づく画
像を前記表示手段に順次表示している際に静止画撮影が指示された場合、静止画撮影が指
示されるまでに前記計測工程により計測された前記経過時間が長いほど、前記露出設定工
程で設定可能な前記撮像手段の静止画撮影時の最短露光時間を長くする露光時間制御工程
と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、ライブビュー可能なデジタル一眼レフカメラにおいて、ライブビュー
直後の撮影におけるシャッターの精度ムラや露出ムラ等の影響を抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、添付図面を参照して本発明を実施するための最良の形態を詳細に説明する。ただ
し、本形態において例示される構成部品の寸法、形状、それらの相対配置などは、本発明
が適用される装置の構成や各種条件により適宜変更されるべきものであり、本発明がそれ
らの例示に限定されるものではない。
【００２３】
＜第１の実施形態＞
　本発明の第１の実施形態について説明する。図１は第１の実施形態に係るデジタル一眼
レフカメラの概略断面図である。
【００２４】
　１はカメラ本体、２は後述の撮影レンズ３をカメラ本体１に着脱可能とするためのマウ
ントであり、各種信号を通信したり、駆動電源を供給するためのインターフェイス部を有
する。３は交換可能な撮影レンズであり、内部にフォーカスレンズ群やズームレンズ群、
不図示の絞り装置を有している。図１では各レンズ群を便宜上２枚のレンズで図示したが
、実際には多数のレンズにより複雑なレンズ群の組み合わせで構成されている。
【００２５】
　４はハーフミラーで構成された主ミラーであり、カメラの動作状態に応じて回動可能と
なっている。被写体をファインダで観察する時は撮影光路へ斜設され、撮影レンズ３から
の光束を折り曲げて後述のファインダ光学系へ導き、撮影する時は撮影光路から退避して
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、撮影レンズ３を介して入射する被写体像の光束を後述の撮像素子６へ導いている。
【００２６】
　５は撮影レンズ３からの光束を後述の撮像素子６に入射制御する、即ち、撮像素子６へ
の露光開口を制御するためのシャッターで、シャッター手段の一例である。機構の詳細は
後述する。６はＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサ等の撮像手段としての撮像素子である。
【００２７】
　７は主ミラー４とともに回動するサブミラーであり、ハーフミラーで構成されている。
サブミラー７は、主ミラー４が撮影光路へ斜設されている時に主ミラー４を透過した光束
を折り曲げて、後述のＡＦセンサ８へ導く光束と、透過して後述の撮像素子６へ導く光束
に分割している。
【００２８】
　８はＡＦセンサであり、２次結像レンズや複数のＣＣＤからなるエリアセンサ等から構
成されており、周知の位相差方式で焦点検出可能となっている。
【００２９】
　９は撮影レンズ３の一次結像面に配置されたピント板であり、入射面にはフレネルレン
ズ（集光レンズ）が設けられ、射出面には被写体像（ファインダ像）が結像する。１０は
ファインダ光路変更用のペンタプリズムであり、ピント板９の射出面に結像した被写体像
を正立正像に補正する。１１、１２は接眼レンズである。ここで、ピント板９、ペンタプ
リズム１０、接眼レンズ１１、１２により構成されている光学系をファインダ光学系と称
する。
【００３０】
　１３はＡＥセンサであり、多分割された撮影画面内の各領域に対応したフォトダイオー
ドから構成されており、ピント板９の射出面に結像した被写体像の輝度を測定する。
【００３１】
　１４は撮影した画像や各種の撮影情報を表示する液晶モニタで、表示手段の一例である
。
【００３２】
　次に、シャッター５の構成について説明する。図２はシャッター５の概略正面図である
。
【００３３】
　図２において、５１は撮影光束を通過させるアパーチャー５１ａを有するシャッター地
板、５２はシャッター５を駆動するための駆動バネをチャージするためのチャージレバー
である。
【００３４】
　５３はシャッター５の先幕を駆動する先幕駆動レバーで、同一回転軸上に不図示の先幕
駆動バネが設けられている。５４は先幕駆動レバー５３に固定された先幕アマチャー、５
５は先幕アマチャー５４を先幕駆動レバー５３に固定する先幕アマチャー軸、５６は先幕
アマチャー軸５５と先幕駆動レバー５３の間に存在し衝撃を吸収する先幕吸収ゴムである
。５７は先幕アマチャー５４を電磁的に保持する先幕ヨーク、５８は先幕ヨーク５７に電
磁力を発生させる先幕コイル、５９は先幕コイル５８を保持する先幕ボビンである。
【００３５】
　６１はシャッター５の後幕を駆動する後幕駆動レバーで、同一回転軸上に不図示の後幕
駆動バネが設けられている。６２は後幕駆動レバー６１に固定される後幕アマチャー、６
３は後幕アマチャー６２を後幕駆動レバー６１に固定する後幕アマチャー軸、６４は後幕
アマチャー軸６３と後幕駆動レバー６１の間に存在し衝撃を吸収する後幕吸収ゴムである
。６５は後幕アマチャー６２を電磁的に保持する後幕ヨーク、６６は後幕ヨーク６５に電
磁力を発生させる後幕コイル、６７は後幕コイル６６を保持する後幕ボビンである。
【００３６】
　図３はシャッター５の羽根を示す背面図である。
【００３７】
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　図３において、１０１はシャッター５の先幕を構成する先羽根群を保持する先幕アーム
で、先幕駆動レバー５３の足部５３ａと係合し、先幕駆動レバー５３と連動して回転中心
１０１ａを中心に回動する。１０２は先羽根群を保持するとともに、先幕アーム１０１と
連動し、回転中心１０２ａを中心に回動する先幕従動アームである。１０３、１０４、１
０５、１０６は先幕アーム１０１と先幕従動アーム１０２に保持され連動して動作する先
羽根で、先幕（先羽根群）１５０を構成している。
【００３８】
　１１１はシャッター５の後幕を構成する後羽根群を保持する後幕アームで、後幕駆動レ
バー６１の足部６１ａと係合し、後幕駆動レバー６１と連動して回転中心１１１ａを中心
に回動する。１１２は後羽根群を保持するとともに、後幕アーム１１１と連動し、回転中
心１１２ａを中心に回動する後幕従動アームである。１１３、１１４、１１５、１１６は
後幕アーム１１１と後幕従動アーム１１２に保持され連動して動作する後羽根で、後幕（
後羽群）１６０を構成している。
【００３９】
　図４は、図１の構成を有するデジタル一眼レフカメラに内蔵された電気的構成を示すブ
ロック図である。
【００４０】
　２０はカメラ部の制御とカメラ全体の制御を行うマイクロコンピュータ（中央処理装置
、以下、「ＭＰＵ」と記す。）であって、制御手段としての役割を担う。また、２１は画
像データの各種制御を行うメモリコントローラ、２２は各種制御を行うための設定、調整
データ等を格納しているＥＥＰＲＯＭである。
【００４１】
　２３は撮影レンズ３内にあるレンズ制御回路であり、マウント２を介してＭＰＵ２０と
接続されており、後述の各情報に基づいてフォーカスレンズの焦点調節（合焦駆動）や絞
り駆動を行う。
【００４２】
　２４は焦点検出回路であり、ＡＦセンサ８のエリアセンサの蓄積制御と読み出し制御と
を行って、各測距点の画素情報をＭＰＵ２０に出力する。ＭＰＵ２０は各測距点の画素情
報を周知の位相差検出法による焦点検出を行い、検出した焦点検出情報を前述のレンズ制
御回路２３へ送出してフォーカスレンズの焦点調節を行わせる。この焦点検出から焦点調
節までの一連の動作をオートフォーカス（ＡＦ）動作と称する。
【００４３】
　２５は測光回路であり、ＡＥセンサ１３の各領域からの輝度信号をＭＰＵ２０に出力す
る。ＭＰＵ２０は、輝度信号をＡ／Ｄ変換して被写体の測光情報とし、この測光情報を用
いて当該被写体の撮影に適した露出を演算し、設定する。この測光情報を得てから撮影露
出の設定までの一連の動作をＡＥ動作と称する。
【００４４】
　２６はモータ駆動回路であり、主ミラー４を駆動する不図示のモータやシャッター５の
チャージを行う不図示のモータを制御する。
【００４５】
　２７はシャッター駆動回路であり、シャッター５の先幕１５０をチャージ状態で保持す
る先幕コイル５８と後幕１６０をチャージ状態で保持する後幕コイル６６への電力供給制
御を行っている。
【００４６】
　２８は電源２９の電圧を各回路に必要な電圧に変換するＤＣ／ＤＣコンバータである。
【００４７】
　３０はＭＯＤＥボタンであり、操作したまま後述の電子ダイヤル３２を操作すると、そ
のカウントに応じて撮影モードが変更され、電子ダイヤル３２の操作を止めると止めた時
ときの撮影モードが決定される。３１はレリーズボタンであり、第１ストローク（半押し
）操作でＯＮし、測光（ＡＥ）、ＡＦ動作を開始させるスイッチＳＷ１と、第２ストロー
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ク（全押し）操作でＯＮし、記録する静止画の撮影を開始させるスイッチＳＷ２の信号を
ＭＰＵ２０へ出力する。３２は電子ダイヤルであり、ダイヤルの回転クリックに応じたＯ
Ｎ信号がＭＰＵ２０内の不図示のアップダウンカウンタに出力され、その数がカウントさ
れる。このカウントに応じて各種の数値やデータ等の選択が行われる。３３は電源ボタン
であり、操作するとカメラの電源がＯＮ／ＯＦＦされる。
【００４８】
　４０は撮像素子６から出力される画像信号をサンプルホールド及び自動ゲイン調整する
ＣＤＳ（相関２重サンプリング）／ＡＧＣ（自動ゲイン調整）回路、４１はＣＤＳ／ＡＧ
Ｃ回路４０のアナログ出力をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器である。４２はＴＧ（
タイミング発生）回路であり、撮像素子６に駆動信号を、ＣＤＳ／ＡＧＣ回路４０にサン
プルホールド信号を、Ａ／Ｄ変換器４１にサンプルクロック信号を供給する。なお、メモ
リコントローラ２１が、コントラスト検出方式により被写体像の焦点検出を行うことが可
能である。その場合、ＣＤＳ／ＡＧＣ回路４０、Ａ／Ｄ変換器４１を経て受けた撮像素子
６から出力される画像信号に基づいて焦点検出を行うことができる。
【００４９】
　４３はＡ／Ｄ変換器４１でデジタル変換された画像等を一時的に記録するためのＳＤＲ
ＡＭ、４４は画像信号に対して、Ｙ／Ｃ（輝度信号／色差信号）分離、ホワイトバランス
補正、γ補正等を行う画像処理回路である。また、４５は画像信号に対してＪＰＥＧ等の
形式に従って圧縮したり、圧縮された画像データの伸張を行う画像圧縮／伸張回路である
。なお、メモリコントローラ２１が、撮像素子６から出力される画像信号を画像処理回路
４４で画像処理することにより、被写体の測光情報を得ることが可能である。その場合、
ＭＰＵ２０がこの測光情報を用いて当該被写体の撮影に適した露出、即ち、予め設定され
た輝度範囲内となるような露出値を演算し、設定する。
【００５０】
　４６はＳＤＲＡＭ４３や後述するメディア４８に記録された画像を液晶モニタ１４に表
示するために、画像信号をアナログ信号に変換するＤ／Ａ変換器である。
【００５１】
　４７は画像信号を記録保存するためのメディア４８とのＩ／Ｆ（インターフェイス）で
ある。
【００５２】
　続いて、上述した構成を有するデジタル一眼レフカメラの基本動作について、図５Ａ及
び図５Ｂのフローチャートを参照して説明する。
【００５３】
　ステップＳ１０１では、電源ボタン３３を操作して、カメラの電源をＯＮする。なお、
この時点ではチャージレバー５２が不図示の駆動バネをチャージして、シャッター５の先
幕と後幕をチャージ位置へ移動させているものとする。
【００５４】
　ステップＳ１０２では、各種ボタンを操作してカメラの各種設定を行う。ここでは、Ｍ
ＯＤＥボタン３０を操作して撮影モードをプログラムＡＥに設定したとする。プログラム
ＡＥは、ＩＳＯ感度は予め設定されている値を使用し、被写体に応じてシャッタースピー
ドと絞りを自動的に設定する撮影モードである。
【００５５】
　ステップＳ１０３では、撮影にライブビューを使用するか否かの判定を行い、ライブビ
ュー表示がＯＮされていれば、ライブビュー撮影ルーチン（ステップＳ１００）を行う。
なお、ライブビュー撮影ルーチンの詳細については、図５Ｂを参照して後述する。このラ
イブビュー撮影のＯＮ／ＯＦＦの切り替えには、例えば、図４に示す構成では、電子ダイ
ヤル３２を切換手段として用いることができる。一方、ＯＮされていなければ通常撮影ル
ーチンのステップＳ１０４へ進む。
【００５６】
　ステップＳ１０４では、レリーズボタン３１を半押しして、スイッチＳＷ１をＯＮする
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。これに伴い、ステップＳ１０５では所定のＡＦ動作を行い、ステップＳ１０６では所定
のＡＥ動作を行う。ここでは、ＡＥセンサ１３からの測光情報と撮影レンズ３の焦点距離
情報、及び設定されているＩＳＯ感度等からシャッタースピードと絞りを演算する。
【００５７】
　ステップＳ１０７では、レリーズボタン３１が全押しされて、スイッチＳＷ２がＯＮさ
れたか否かの判定を行う。ＯＮされていなければステップＳ１０５へ戻り、ステップＳ１
０５のＡＦ動作とステップＳ１０６のＡＥ動作を繰り返してスイッチＳＷ２がＯＮされる
のを待つ。
【００５８】
　スイッチＳＷ２がＯＮされていればステップＳ１０８に進み、ステップＳ１０６で演算
された絞りに従って、レンズ制御回路２３により撮影レンズ３の絞りを駆動する。
【００５９】
　ステップＳ１０９では、シャッター駆動回路２７により先幕コイル５８、後幕コイル６
６に通電制御を行う。通電されると先幕ヨーク５７と先幕アマチャー５４、後幕ヨーク６
５と後幕アマチャー６２がそれぞれ互いに吸着される。
【００６０】
　ステップＳ１１０では、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し、チャージレバ
ー５２を駆動してチャージレバー５２をチャージ状態から解除する。この時のシャッター
５は図２、３に示す状態である。ステップＳ１１１では、モータ駆動回路２６によりモー
タを制御し、主ミラー４とサブミラー７を撮影光路から退避（所謂、ミラーアップ）させ
る。
【００６１】
　ステップＳ１１２では、撮像素子６に蓄積されている電荷を一旦リセットし、光電変換
して得られる電荷の蓄積を開始する。
【００６２】
　ステップＳ１１３では、シャッター５の先幕１５０を走行させるため、シャッター駆動
回路２７により先幕コイル５８の通電をＯＦＦする。その結果、先幕ヨーク５７で発生し
ていた電磁力が消滅して先幕ヨーク５７と先幕アマチャー５４との電磁的な吸引がなくな
り、先幕駆動レバー５３は不図示の先幕駆動バネの付勢力により右回転をする。すると、
先幕駆動レバー５３と連動している先幕１５０は、アパーチャー５１ａを覆っていた位置
から、退避した位置へと走行する。この時のカメラは図６に示す状態で、シャッター５は
図７及び図８に示す状態である。
【００６３】
　ステップＳ１１４では、先幕１５０の走行開始（コイル５８の通電ＯＦＦ）からの時間
経過を計測し、演算されたシャッタースピードに応じた時間が経過したか否かの判断を行
い、経過していなければ引き続き時間計測を行い、経過したらステップＳ１１５へ進む。
【００６４】
　ステップＳ１１５では、シャッター５の後幕１６０を走行させるため、シャッター駆動
回路２７により後幕コイル６６の通電をＯＦＦする。その結果、後幕ヨーク６５で発生し
ていた電磁力が消滅して後幕ヨーク６５と後幕アマチャー６２との電磁的な吸引がなくな
り、後幕駆動レバー６１は不図示の後幕駆動バネの付勢力により右回転をする。すると、
後幕駆動レバー６１と連動している後幕１６０は、アパーチャー５１ａから退避した位置
から、覆う位置へと走行する。
【００６５】
　ここで、シャッタースピードが長秒時でなければ、後幕コイル６６に通電を開始するス
テップＳ１０９から終了するステップＳ１１５までの時間は数十ミリ秒～数百ミリ秒であ
るため、後幕コイル６６の温度上昇は少ない。従って、後幕１６０の走行開始タイミング
や走行曲線が変化することがなく、精度ムラや露出ムラ等は発生しない。また例え後幕１
６０の走行開始タイミングや走行曲線が変化するほど後幕コイル６６が温度上昇したとし
ても、シャッタースピードが長秒時であるため、精度ムラや露出ムラ等が発生するほどの
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影響とならない。
【００６６】
　ステップＳ１１６では、メモリコントローラ２１により撮像素子６で受光した光学像を
光電変換して得られた電荷（画像信号）をＣＤＳ／ＡＧＣ回路４０及びＡ／Ｄ変換器４１
を介して読み込んで、ＳＤＲＡＭ４３に一時保存する。そして、画像処理回路４４や画像
圧縮／伸長回路４５により各種画像処理を行った後、処理済みの画像信号をメディア４８
へ記録する。
【００６７】
　ステップＳ１１７では、モータ駆動回路２６によりモータを制御し、撮影光路から退避
している主ミラー４とサブミラー７を、撮影光束をファインダへと反射し導く観察位置へ
駆動（所謂、ミラーダウン）する。
【００６８】
　ステップＳ１１８では、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し、チャージレバ
ー５２を駆動してシャッター５をチャージする。
【００６９】
　ステップＳ１１９では、電源ボタン３３を操作してカメラの電源がＯＦＦされたか否か
を判断し、ＯＦＦされていなければステップＳ１０２へ戻って次の撮影に備え、ＯＦＦさ
れていれば一連の撮影動作を終了する。
【００７０】
　次に、ステップＳ１００におけるライブビュー撮影が選択されている場合の動作ルーチ
ンを図５Ｂのフローチャートを参照して説明する。
【００７１】
　ステップＳ１２０では、ライブビュー後の撮影時に使用可能なシャッタースピードの上
限値Ｔｖ（ｍａｘ）を設定する。通常はライブビューが長時間続いても精度ムラや露出ム
ラ等が発生しないようなシャッタースピード（例えば、１／５００ｓｅｃ）が予め設定さ
れている。しかし図１５のグラフのようにライブビュー時間が短ければ、より高速のシャ
ッタースピードを使用しても精度ムラや露出ムラ等は発生しないため、撮影者が自身の撮
影スタイルに合わせたシャッタースピードの上限値が設定できるようにしてもよい。その
場合には、例えば、図４に示す構成では、電子ダイヤル３２を上限値を設定するための設
定手段として用いることができる。
【００７２】
　ステップＳ１２１では、レリーズボタン３１を半押しして、スイッチＳＷ１をＯＮする
。ステップＳ１２２では、シャッター駆動回路２７により先幕コイル５８、後幕コイル６
６に通電制御を行う。通電されると先幕ヨーク５７と先幕アマチャー５４、後幕ヨーク６
５と後幕アマチャー６２がそれぞれ互いに吸着される。
【００７３】
　ステップＳ１２３では、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し、チャージレバ
ー５２を駆動して、チャージレバー５２をチャージ状態から解除する。この時のシャッタ
ー５は図２及び図３に示す状態である。ステップＳ１２４では、モータ駆動回路２６によ
りモータを制御し、主ミラー４とサブミラー７をミラーアップする。
【００７４】
　ステップＳ１２５では、シャッター５の先幕１５０を走行させるため、シャッター駆動
回路２７により先幕コイル５８の通電をＯＦＦする。その結果、先幕ヨーク５７で発生し
ていた電磁力が消滅して先幕ヨーク５７と先幕アマチャー５４との電磁的な吸引がなくな
り、先幕駆動レバー５３は不図示の先幕駆動バネの付勢力により右回転をする。すると、
先幕駆動レバー５３と連動している先幕１５０は、アパーチャー５１ａを覆っていた位置
から、退避した位置へと走行する。この時のカメラは図６に示す状態で、シャッター５は
図７及び図８に示す状態である。
【００７５】
　ステップＳ１２６では、メモリコントローラ２１により撮像素子６で受光される光学像
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を光電変換して得られた画像信号を所定周期で順次読み込んでＳＤＲＡＭ４３に一時記録
する処理を開始する。そして、ステップＳ１２７では、メモリコントローラ２１によりＳ
ＤＲＡＭ４３に一時記録されている画像を液晶モニタ１４に連続的に表示することにより
、ライブビューを開始する。
【００７６】
　ステップＳ１２８では、ミラーアップによりＡＦセンサ８が使用できないため、撮像素
子６を用いたコントラスト検出方式のＡＦ（所謂、ＴＶ‐ＡＦ）動作を行う。更に、ステ
ップＳ１２９では、ミラーアップによりＡＥセンサ１３が使用できないため、撮像素子６
を用いたＡＥ（所謂、ＴＶ‐ＡＥ）動作を行う。ここでは撮像素子６からの測光情報と撮
影レンズ３の焦点距離情報、設定されているＩＳＯ感度等からシャッタースピードと絞り
を演算する。詳細は後述する。
【００７７】
　ステップＳ１３０では、レリーズボタン３１が全押しされて、スイッチＳＷ２がＯＮさ
れたか否かの判定を行う。ＯＮされていなければステップＳ１２８へ戻り、ステップＳ１
２８のＴＶ‐ＡＦ動作とステップＳ１２９のＴＶ‐ＡＥ動作を繰り返してスイッチＳＷ２
がＯＮされるのを待つ。
【００７８】
　スイッチＳＷ２がＯＮされていればステップＳ１３１へ進む。ここで、ステップＳ１２
２で後幕コイル６６に通電を開始してから、シャッターは所謂バルブ状態となっているた
め、後幕コイル６６はどんどん発熱して時間経過とともに温度が上昇している。ライブビ
ューが短ければ温度上昇も少ないが、長ければ温度上昇が多くなり後幕１６０の走行曲線
に影響を及ぼしてしまい、撮影時に使用するシャッタースピードによっては精度ムラや露
出ムラ等が発生してしまう。そのため、上述したようにステップＳ１２０でシャッタース
ピードの上限値を設定しておく。
【００７９】
　ステップＳ１３１ではライブビューを終了し、ステップＳ１３２では、シャッター駆動
回路２７により後幕コイル６６の通電をＯＦＦする。その結果、後幕ヨーク６５で発生し
ていた電磁力が消滅して後幕ヨーク６５と後幕アマチャー６２との電磁的な吸引がなくな
り、後幕駆動レバー６１は不図示の後幕駆動バネの付勢力により右回転をする。すると、
後幕駆動レバー６１と連動している後幕１６０は、アパーチャー５１ａから退避した位置
から、覆う位置へと走行する。
【００８０】
　ステップＳ１３３では、モータ駆動回路２６によりモータを制御し、撮影光路から退避
している主ミラー４とサブミラー７をミラーダウンする。
【００８１】
　ステップＳ１３４では、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し、チャージレバ
ー５２を駆動してシャッター５を再チャージして、ステップＳ１０８へ進み、上述した以
降の撮影動作を行う。
【００８２】
　続いてステップＳ１２９におけるＴＶ‐ＡＥ動作ルーチンを、図９のフローチャートで
説明する。
【００８３】
　ステップＳ１５１では測光を行って得られた測光情報から被写体輝度Ｂｖを算出する。
測光情報はメモリコントローラ２１により撮像素子６から出力される画像信号を画像処理
回路４４で画像処理して得る。
【００８４】
　次に、ステップＳ１５２において、露出値Ｅｖを式（１）により計算する。
　　　Ｅｖ＝ｌｏｇ（Ｂｖ×Ｓｖ／Ｋ）／ｌｏｇ２　　　…（１）
【００８５】
ただし、ＳｖはＩＳＯ感度、Ｋは固定の露出定数である。
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　ステップＳ１５３では、手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）（閾値）を撮影レン
ズ３の焦点距離ｆから式（２）により計算する。
　　　Ｔｖ（ｆ）＝１／ｆ　　　…（２）
【００８６】
なお、手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）の決め方はこれに限るものではなく、例
えば、カメラの特性やユーザーの好み等に基づいて他の方法により決めるようにしても構
わない。
　ステップＳ１５４では、手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）が、ステップＳ１２
０で設定したライブビュー時のシャッタースピードの上限値Ｔｖ（ｍａｘ）以下か否かを
判定する。以下（遅い）であればステップＳ１５５へ進んで、シャッタースピードＴｖ（
ｘ）を手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）とする。
【００８７】
　一方、手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）がライブビュー時のシャッタースピー
ドの上限値Ｔｖ（ｍａｘ）を超えて（速い）いればステップＳ１５６へ進む。そして、ス
テップＳ１５６にて、シャッタースピードＴｖ（ｘ）をライブビュー時のシャッタースピ
ード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）とする。更に、ステップＳ１５７において、シャッタースピー
ドＴＶ（ｘ）が手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）よりも遅くなるため、手ブレ警
告を液晶モニタ１４や不図示のファインダ内表示装置に表示する。これにより、警告手段
を構成する。
【００８８】
　ステップＳ１５８では、シャッタースピードＴｖ（ｘ）での絞りＡｖ（ｘ）を式（３）
により計算する。
　　　Ａｖ（ｘ）＝√（２Ｅｖ×Ｔｖ（ｘ））　　　…（３）
【００８９】
　ステップＳ１５９では、絞りＡｖ（ｘ）が撮影レンズ３の最小小絞り（絞りを最も絞っ
た状態）以下か否かを判定し、以下（開放絞り側）であればステップＳ１６０へ進み、（
小絞り側）であればステップＳ１６２へ進む。
【００９０】
　ステップＳ１６０では、絞りＡｖ（ｘ）が撮影レンズ３の開放絞り以上か否かを判定し
、以上（小絞り側）であればステップＳ１６１へ進み、未満（開放絞り側）であればステ
ップＳ１６７へ進む。
【００９１】
　ステップＳ１６１では、自動設定するシャッタースピードＴｖにＴｖ（ｘ）、絞りＡｖ
にＡｖ（ｘ）を代入して、ＴＶ‐ＡＥ動作（ステップＳ１２９）を終了する。
【００９２】
　また、ステップＳ１６２では、自動設定する絞りＡｖ（ｘ）を最小小絞りとし、ステッ
プＳ１６３に進んで、絞りＡｖでのシャッタースピードＴｖを式（４）により計算する。
　　　Ｔｖ＝Ａｖ２／２ＥＶ　　　…（４）
【００９３】
そして、ステップＳ１６４で、計算したシャッタースピードＴｖがライブビュー時のシャ
ッタースピード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）以下か否かを判定する。そして、以下（遅い）であ
ればＴＶ‐ＡＥ動作（ステップＳ１２９）を終了し、超えていれば（速い）、ステップＳ
１６５へ進む。
　ステップＳ１６４による判定の結果、自動設定するシャッタースピードＴｖはライブビ
ュー時のシャッタースピード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）よりも速くする必要があることがわか
る。従って、このシャッタースピードでは精度ムラや露出ムラ等が保証できないため、ス
テップＳ１６５では、液晶モニタ１４や不図示のファインダ内表示装置に撮影禁止の表示
を行う。これは、例えば、被写体の輝度が高い場合に起こる。
【００９４】
　そして、ステップＳ１６６に進み、ステップＳ１３１～Ｓ１３４の動作を強制的に行い
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、ステップＳ１０２へ戻る。
【００９５】
　一方、ステップＳ１６７では、自動設定する絞りＡｖに開放時の絞り値を代入し、ステ
ップＳ１６８に進んで、絞りＡｖでのシャッタースピードＴｖを上述した式（４）を用い
て計算する。
【００９６】
　ここで、絞りＡｖは手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）で計算された絞りＡｖ（
ｘ）よりも小絞り側なので、ステップＳ１６８で計算されたシャッタースピードＴｖは手
ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）よりも遅くなる。そのため、ステップＳ１６９で
、手ブレ警告を液晶モニタ１４や不図示のファインダ内表示装置に表示してＴＶ‐ＡＥ動
作（ステップＳ１２９）を終了する。
【００９７】
　なお、図５ＡのステップＳ１０６で行われるＡＥ動作ルーチンも、上述したステップ１
２９で行われるＴＶ‐ＡＥ動作ルーチンとほぼ同一であるが、ステップＳ１０６で行われ
るＡＥ動作における相違点は、以下の２点である。先ず、ステップＳ１５１の測光におい
て、測光回路２５によりＡＥセンサ１３から測光情報を得ることである。そして、シャッ
タースピードＴｖを計算する際に、シャッタースピード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）を考慮しな
い（ステップＳ１５４、Ｓ１５６、Ｓ１５７、Ｓ１６４～Ｓ１６６を行わない）ことであ
る。
【００９８】
　なお、上記説明においては、ステップＳ１０２で撮影モードをプログラムＡＥに設定し
たものとして説明しているが、シャッタースピードと絞りを自動的に設定する撮影モード
であればどんな撮影モードでも構わない。
【００９９】
　以上説明したように本発明の第１の実施形態によれば、ライブビューを使用した場合は
、シャッタースピードが所定値よりも速くならないように絞りＡｖを自動設定する。これ
により、ライブビュー直後の撮影でシャッターの精度ムラや露出ムラ等が発生しないよう
にすることが可能となる。
【０１００】
　またシャッタースピードの所定値を設定可能とすることにより、撮影者自身の撮影スタ
イルに合わせた所定値（上限値）を設定することができる。
【０１０１】
＜第２の実施形態＞
　以下、本発明の第２の実施形態について説明する。なお、デジタル一眼レフカメラの構
成は第１の実施形態で図１～４、図６～８を参照して説明したものと同一のため、説明は
割愛する。
【０１０２】
　続いて本第２の実施形態におけるデジタル一眼レフカメラのの基本動作について、図１
０のフローチャートを用いて説明する。
【０１０３】
　ステップＳ２０１では、電源ボタン３３を操作して、カメラの電源をＯＮする。なお、
この時点ではチャージレバー５２が不図示の駆動バネをチャージして、シャッター５の先
幕と後幕をチャージ位置へ移動させているものとする。
【０１０４】
　ステップＳ２０２では、各種ボタンを操作してカメラの各種設定を行う。ここでは、Ｍ
ＯＤＥボタン３０を操作して撮影モードを全自動モードに設定したとする。全自動モード
は、被写体に応じてシャッタースピード、絞り、ＩＳＯ感度だけでなくポップアップスト
ロボ発光の有無、ＡＦモード、連写速度等、撮影の際にレリーズボタン３１を操作する行
為以外の全ての設定を自動的に設定する撮影モードである。即ち全自動モードは、デジタ
ル一眼レフカメラに慣れ親しんでいない初心者や、何も考えずにレリーズタイミングだけ
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に集中したい時に使用すると想定された撮影モードである。
【０１０５】
　ステップＳ２０３では、撮影にライブビューを使用するか否かの判定を行い、ライブビ
ュー撮影がＯＮされた状態で、ステップＳ２０４以降、ライブビュー撮影ルーチンを説明
する。これは第１の実施形態で説明した図５のステップＳ１０３において、ＹＥＳの判定
がされた状態と同一であり、本第２の実施形態では通常撮影ルーチンの説明は割愛する。
【０１０６】
　ステップＳ２０４では、ＩＳＯ感度の上限値Ｓｖ（ｍａｘ）を設定する。通常はカメラ
が設定可能な最高感度（例えばＩＳＯ３２００）に設定されている。しかし、ノイズの影
響による画質低下が気になるか否かは撮影者によって異なるため、撮影者が自身の撮影ス
タイルに合わせたＩＳＯ感度の上限値が設定できるようになっている。その場合には、例
えば、図４に示す構成では、電子ダイヤル３２を上限値を設定するための感度設定手段と
して用いることができる。
【０１０７】
　ステップＳ２０５では、レリーズボタン３１を半押しして、スイッチＳＷ１をＯＮする
。ステップＳ２０６では、ライブビューの使用時間経過を計測するためのタイマーＬＶ（
ｔ）のカウントを開始する。
【０１０８】
　ステップＳ２０７では、シャッター駆動回路２７により先幕コイル５８、後幕コイル６
６に通電制御を行う。通電されると先幕ヨーク５７と先幕アマチャー５４、後幕ヨーク６
５と後幕アマチャー６２がそれぞれ互いに吸着される。
【０１０９】
　ステップＳ２０８では、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し、チャージレバ
ー５２を駆動して、チャージレバー５２をチャージ状態から解除する。この時のシャッタ
ー５は図２及び図３に示す状態である。ステップＳ２０９では、モータ駆動回路２６によ
りモータを制御し、主ミラー４とサブミラー７をミラーアップする。
【０１１０】
　ステップＳ２１０では、シャッター５の先幕１５０を走行させるため、シャッター駆動
回路２７により先幕コイル５８の通電をＯＦＦする。その結果、先幕ヨーク５７で発生し
ていた電磁力が消滅して先幕ヨーク５７と先幕アマチャー５４との電磁的な吸引がなくな
り、先幕駆動レバー５３は不図示の先幕駆動バネの付勢力により右回転をする。すると、
先幕駆動レバー５３と連動している先幕１５０は、アパーチャー５１ａを覆っていた位置
から、退避した位置へと走行する。この時のカメラは図６に示す状態で、シャッター５は
図７及び図８に示す状態である。
【０１１１】
　ステップＳ２１１では、メモリコントローラ２１により撮像素子６で受光される光学像
を光電変換して得られた画像信号を所定周期で順次読み込んでＳＤＲＡＭ４３に一時記録
する処理を開始する。そして、ステップＳ２１２では、メモリコントローラ２１によりＳ
ＤＲＡＭ４３に一時記録されている画像を液晶モニタ１４に連続的に表示することにより
、ライブビューを開始する。
【０１１２】
　ステップＳ２１３では、ミラーアップによりＡＦセンサ８が使用できないため、撮像素
子６を用いたコントラスト検出方式のＡＦ（所謂、ＴＶ‐ＡＦ）動作を行う。更に、ステ
ップＳ２１４では、ミラーアップによりＡＥセンサ１３が使用できないため、撮像素子６
を用いたＡＥ（所謂、ＴＶ‐ＡＥ）動作を行う。ここでは撮像素子６からの測光情報と撮
影レンズ３の焦点距離情報、設定されているＩＳＯ感度等からシャッタースピードと絞り
を演算する。詳細は後述する。
【０１１３】
　ステップＳ２１５では、レリーズボタン３１が全押しされて、スイッチＳＷ２がＯＮさ
れたか否かの判定を行う。ＯＮされていなければステップＳ２１３へ戻り、ステップＳ２
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１３のＴＶ‐ＡＦ動作とステップＳ２１４のＴＶ‐ＡＥ動作を繰り返してスイッチＳＷ２
がＯＮされるのを待つ。
【０１１４】
　スイッチＳＷ２がＯＮされていればステップＳ２１６へ進む。ここで、ステップＳ２０
７で後幕コイル６６に通電を開始してから、シャッターは所謂バルブ状態となっているた
め、後幕コイル６６はどんどん発熱して時間経過とともに温度が上昇している。ライブビ
ューが短ければ温度上昇も少ないが、長ければ温度上昇が多くなり後幕１６０の走行曲線
に影響を及ぼしてしまい、撮影時に使用するシャッタースピードによっては精度ムラや露
出ムラ等が発生してしまう。そのため、上述したように、ステップＳ２１４のＴＶ‐ＡＥ
動作で問題の発生しないシャッタースピードを設定しておく。
【０１１５】
　ステップＳ２１６ではライブビューを終了し、ステップＳ２１７ではライブビュータイ
マーＬＶ（ｔ）のカウントを終了する。
【０１１６】
　ステップＳ２１８では、ＴＶ‐ＡＥ動作により演算された絞りＡｖに従って、レンズ制
御回路２３により撮影レンズ３の絞りを駆動する。
【０１１７】
　ステップＳ２１９では、メモリコントローラ２１により撮像素子６の電荷をリセットし
て撮像素子６を初期状態、即ち何も撮像されていない状態に戻す。その後、再び受光を開
始して画像を読み込み、ＳＤＲＡＭ４３に一時記録を開始する。この時の画像の読み込み
タイミングを図１４の先幕走行曲線に合わせて行う（所謂、電子シャッター）ことで、第
１の実施形態のメカシャッター先幕１５０の走行と同等の役割を果す。
【０１１８】
　ステップＳ２２０では、撮像素子６のリセット動作からの時間経過を計測し、演算され
たシャッタースピードに応じた時間が経過したか否かの判断を行い、経過していなければ
引き続き時間計測を行い、経過したらステップＳ２２１へ進む。
【０１１９】
　ステップＳ２２１では、シャッター５の後幕１６０を走行させるため、シャッター駆動
回路２７により後幕コイル６６の通電をＯＦＦする。その結果、後幕ヨーク６５で発生し
ていた電磁力が消滅して後幕ヨーク６５と後幕アマチャー６２との電磁的な吸引がなくな
り、後幕駆動レバー６１は不図示の後幕駆動バネの付勢力により右回転をする。すると、
後幕駆動レバー６１と連動している後幕１６０は、アパーチャー５１ａから退避した位置
から、覆う位置へと走行する。
【０１２０】
　ステップＳ２２２では、メモリコントローラ２１により撮像素子６で受光した光学像を
光電変換して得られた電荷（画像信号）をＣＤＳ／ＡＧＣ回路４０及びＡ／Ｄ変換器４１
を介して読み込んで、ＳＤＲＡＭ４３に一時保存する。そして、画像処理回路４４や画像
圧縮／伸長回路４５により各種画像処理を行った後、処理済みの画像信号をメディア４８
へ記録する。
【０１２１】
　ステップＳ２２３では、モータ駆動回路２６によりモータを制御し、撮影光路から退避
している主ミラー４とサブミラー７をミラーダウンする。
【０１２２】
　ステップＳ２２４では、モータ駆動回路２６によりモータを通電制御し、チャージレバ
ー５２を駆動してシャッター５をチャージする。
【０１２３】
　ステップＳ２２５では、電源ボタン３３を操作してカメラの電源がＯＦＦされたか否か
を判断し、ＯＦＦされていなければＳ２０２へ戻って次の撮影に備え、ＯＦＦされていれ
ば一連の撮影動作を終了する。
【０１２４】
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　続いて、ステップＳ２１４におけるＴＶ‐ＡＥ動作ルーチンを、図１１のフローチャー
トを参照して説明する。
【０１２５】
　ステップＳ２５１では、測光を行い測光情報から被写体輝度Ｂｖを算出する。なお、測
光情報はメモリコントローラ２１により撮像素子６から出力される画像信号を画像処理回
路４４で画像処理して得る。
【０１２６】
　ステップＳ２５２では、図９のステップＳ１５３と同様に手ブレ限界シャッタースピー
ドＴｖ（ｆ）を撮影レンズ３の焦点距離ｆから式（２）計算する。
　　　Ｔｖ（ｆ）＝１／ｆ　　　…（２）
【０１２７】
　ステップＳ２５３では、ライブビュータイマーＬＶ（ｔ）による計測結果が２分以下か
否かを判定し、以下であればステップＳ２５４へ進み、２分を超えていればステップＳ２
５５へ進む。ステップＳ２５４では、シャッタースピード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）に１／４
０００ｓｅｃを代入する。
【０１２８】
　ステップＳ２５５では、ライブビュータイマーＬＶ（ｔ）による計測結果が４分以下か
否かを判定し、以下であればステップＳ２５６へ進み、４分を超えていればステップＳ２
５７へ進む。ステップＳ２５６では、シャッタースピード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）に１／２
０００ｓｅｃを代入する。
【０１２９】
　ステップＳ２５７では、ライブビュータイマーＬＶ（ｔ）による計測結果が１０分以下
か否かを判定し、以下であればステップＳ２５８へ進み、１０分を超えていればステップ
Ｓ２５９へ進む。ステップＳ２５８では、シャッタースピード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）に１
／１０００ｓｅｃを代入する。ステップＳ２５９では、シャッタースピード上限値Ｔｖ（
ｍａｘ）に１／５００ｓｅｃを代入する。
【０１３０】
　ここでステップＳ２５３～Ｓ２５９は、ライブビュー時間に応じてシャッタースピード
上限値Ｔｖ（ｍａｘ）を変更するためのルーチンで、図１５のライブビュー時間とシャッ
ター精度ムラの関係グラフから導き出した値としている。しかしながら、これは一例であ
って本発明がこれに限られるものではなく、ライブビュー時間とシャッタースピード上限
値の関係は上記設定以外でも構わない。
【０１３１】
　ステップＳ２６０では、手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）が、上記のようにし
て設定されたシャッタースピードの上限値Ｔｖ（ｍａｘ）以下か否かを判定する。以下（
遅い）であればステップＳ２６１へ進んで、シャッタースピードＴｖ（ｘ）を手ブレ限界
シャッタースピードＴｖ（ｆ）とする。
【０１３２】
　一方、手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）がシャッタースピードの上限値Ｔｖ（
ｍａｘ）を超えて（速い）いればステップＳ２６２へ進んで、シャッタースピードＴｖ（
ｘ）をシャッタースピード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）とする。更に、ステップＳ２６３におい
て、シャッタースピードＴｖ（ｘ）が手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）よりも遅
くなるため、手ブレ警告を液晶モニタ１４や不図示のファインダ内表示装置に表示する。
【０１３３】
　ここで、ステップＳ２６２、Ｓ２６３のルーチンに進むためには手ブレ限界シャッター
スピードＴｖ（ｆ）がシャッタースピード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）よりも速い必要がある。
しかしながら、一番遅いシャッタースピード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）でも１／５００ｓｅｃ
であるため、手ブレ限界シャッタースピードＴｖ（ｆ）が同値になるためには撮影レンズ
３の焦点距離ｆが５００ｍｍ以上となる。このため、この全自動モードを使用すると想定
している撮影者が使用する場合には、このルーチンに進むことはまれである可能性が高い
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。
【０１３４】
　ステップＳ２６４では、ＩＳＯ感度Ｓｖ（ｘ）にＩＳＯ１００を代入する。
【０１３５】
　ステップＳ２６５では、露出値Ｅｖを式（５）により計算する。
　　　Ｅｖ＝ｌｏｇ（Ｂｖ×Ｓｖ／Ｋ）／ｌｏｇ２　　　…（５）
【０１３６】
なお、ＳｖはＩＳＯ感度、Ｋは固定の露出定数である。
　ステップＳ２６６では、図９のステップＳ１５８と同様に、シャッタースピードＴｖ（
ｘ）での絞りＡｖ（ｘ）を上述した式（３）により計算する。
　　　Ａｖ（ｘ）＝√（２Ｅｖ×Ｔｖ（ｘ））　　　…（３）
【０１３７】
　ステップＳ２６７では、絞りＡｖ（ｘ）が撮影レンズ３の開放絞り以上か否かを判定し
、以上（小絞り側）であればステップＳ２６８へ進み、未満（開放絞り側）であればステ
ップＳ２７５へ進む。
【０１３８】
　ステップＳ２６８では、絞りＡｖ（ｘ）が撮影レンズ３の最小小絞り以下か否かを判定
し、以下（開放絞り側）であればステップＳ２６９へ進み、（小絞り側）であればステッ
プＳ２７０へ進む。
【０１３９】
　ステップＳ２６９では、自動設定するシャッタースピードＴｖにＴｖ（ｘ）、絞りＡｖ
にＡｖ（ｘ）、ＩＳＯ感度ＳｖにＳｖ（ｘ）を代入してＴＶ‐ＡＥ動作（ステップＳ２１
４）を終了する。
【０１４０】
　また、ステップＳ２７０では、自動設定する絞りＡｖを最小小絞りとし、ステップＳ２
７１に進んで、絞りＡｖでのシャッタースピードＴｖを図９のステップＳ１６２と同様に
式（４）により計算する。
　　　Ｔｖ＝Ａｖ２／２ＥＶ　　　…（４）
【０１４１】
ステップＳ２７２では、シャッタースピードＴｖがシャッタースピード上限値Ｔｖ（ｍａ
ｘ）以下か否かを判定し、以下（遅い）であればＴＶ‐ＡＥ動作（ステップＳ２１４）を
終了し、超えていれば（速い）、ステップＳ２７３へ進む。
　ステップＳ２７２による判定の結果、自動設定するシャッタースピードＴｖはシャッタ
ースピード上限値Ｔｖ（ｍａｘ）よりも速くする必要があることが分かる。従って、この
シャッタースピードでは精度ムラや露出ムラ等が保証できないため、ステップＳ２７３で
は、液晶モニタ１４や不図示のファインダ内表示装置に撮影禁止の表示を行う。これは、
例えば、被写体の輝度が高い場合に起こる。
【０１４２】
　そして、ステップＳ２７４に進み、第１の実施形態における図５のステップＳ１３１～
Ｓ１３４の動作を強制的に行い、ステップＳ２０２へ戻る。
【０１４３】
　一方、ステップＳ２７５では、ＭＰＵ２０はＩＳＯ感度Ｓｖ（ｘ）を１段アップする。
例えば、このルーチン処理を初めて行う場合は、ＩＳＯ１００なので１段アップするとＩ
ＳＯ２００となる。
【０１４４】
　ステップＳ２７６では、ＩＳＯ感度Ｓｖ（ｘ）が図１０のステップＳ２０４で設定した
ＩＳＯ感度上限値Ｓｖ（ｍａｘ）以下か否かを判定し、以下であればステップＳ２６５へ
戻り露出値Ｅｖの再計算を行う。即ち、ステップＳ２６５～Ｓ２６７、Ｓ２７５、Ｓ２７
６を繰り返して、絞りＡｖ（ｘ）が開放絞り以上となるまでＩＳＯ感度Ｓｖ（ｘ）をアッ
プするルーチンとなっている。
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【０１４５】
　ＩＳＯ感度Ｓｖ（ｘ）がＩＳＯ感度上限値Ｓｖ（ｍａｘ）を超えていれば、ステップＳ
２７７へ進む。即ち、ＩＳＯ感度Ｓｖ（ｘ）が上限値Ｓｖ（ｍａｘ）になるとそれ以上ア
ップできないためステップＳ２７７以降のルーチンへ進む。
【０１４６】
　ステップＳ２７７では、不図示の内蔵ストロボを自動的にポップアップする。ステップ
Ｓ２７８では、自動設定するＩＳＯ感度ＳｖをＩＳＯ４００とし、ステップＳ２７９で、
自動設定するシャッタースピードＴｖをストロボ同調可能な１／２５０ｓｅｃとし、ステ
ップＳ２８０では、自動設定する絞りＡｖを撮影レンズ３の開放絞りとする。
【０１４７】
　ステップＳ２８１では、自動設定されたＩＳＯ感度Ｓｖ、シャッタースピードＴｖ、絞
りＡｖで適正露出となるようにストロボの発光量を計算し、ステップＳ２１９の電子シャ
ッターのタイミングに合わせてストロボの調光ができるように設定する。
【０１４８】
　即ち、ステップＳ２７７～Ｓ２８１はＩＳＯ感度アップでは適正露光が得られない場合
に、内蔵ストロボを発光させるルーチンである。
【０１４９】
　上記本第２の実施形態における説明においては、ライブビュー後の撮影においては、通
常撮影時の先幕１５０の役割（ステップＳ１１３）を撮像素子６のリセット動作（ステッ
プＳ１４０）で行う。第１の実施形態のように先幕１５０を再チャージして走行させた場
合と比較して、再チャージに必要な時間分、レリーズタイムラグを短くすることができる
。
【０１５０】
　以上説明したように、本発明の第２の実施形態によれば、ライブビューを使用した場合
は、その使用時間に応じてシャッタースピードが所定値よりも速くならないように絞りＡ
ｖやＩＳＯ感度Ｓｖを自動設定する。これにより、ライブビュー直後の撮影でシャッター
の精度ムラや露出ムラ等が発生しないようにすることが可能となる。
【０１５１】
　またＩＳＯ感度の上限値を設定可能とすることにより、撮影者自身の撮影スタイルに合
わせた所定値（上限値）が設定できる。
【図面の簡単な説明】
【０１５２】
【図１】本発明の第１、２の実施形態にかかるデジタル一眼レフカメラの断面を示す概略
図である。
【図２】本発明の第１、２の実施形態にかかるシャッターの概略正面図である。
【図３】本発明の第１、２の実施形態にかかるシャッターの概略背面図である。
【図４】本発明の第１、２の実施形態にかかるデジタル一眼レフカメラの電気的構成を示
すブロック図である。
【図５Ａ】本発明の第１の実施形態にかかるデジタル一眼レフカメラの基本動作を示すフ
ローチャートである。
【図５Ｂ】本発明の第１の実施形態にかかるデジタル一眼レフカメラの基本動作を示すフ
ローチャートである。
【図６】本発明の第１、２の実施形態にかかるデジタル一眼レフカメラのライブビュー中
の概略断面図である。
【図７】本発明の第１、２の実施形態にかかるライブビュー中のシャッターの概略正面図
である。
【図８】本発明の第１、２の実施形態にかかるライブビュー中のシャッターの概略背面図
である。
【図９】本発明の第１の実施形態にかかるＴＶ‐ＡＥ動作のフローチャートである。
【図１０】本発明の第２の実施形態にかかるデジタル一眼レフカメラの基本動作を示すフ
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【図１１】本発明の第２の実施形態にかかるＴＶ‐ＡＥ動作のフローチャートである。
【図１２】従来のシャッターの駆動回路である。
【図１３】従来のシャッター駆動時の切れ波形である。
【図１４】従来のシャッター駆動時のシャッター幕走行曲線である。
【図１５】従来のライブビュー時間とシャッター精度ムラの関係を示すグラフである。
【符号の説明】
【０１５３】
　１　カメラ本体
　２　マウント
　３　撮影レンズ
　４　主ミラー
　５　シャッター
　６　撮像素子
　７　サブミラー
　８　ＡＦセンサ
　９　ピント板
　１０　ペンタプリズム
　１１、１２　接眼レンズ
　１３　ＡＥセンサ
　１４　液晶モニタ
　５３　先幕駆動レバー
　５４　先幕アマチャー
　５７　先幕ヨーク
　５８　先幕コイル
　６１　後幕駆動レバー
　６２　後幕アマチャー
　６５　後幕ヨーク
　６６　後幕コイル
　６７　後幕ボビン
　１５０　先幕
　１６０　後幕
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】
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